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も の づ く り に お け る 技 術 伝 承 に つ い て  

1 ．  今 後 の も の づ く り の 技 術 伝 承 の 課 題  

1 . 1 人 材 活 用 に 関 す る 課 題  

現 在 は 、 基 礎 知 識 を 有 す る 理 工 系 出 身 者 を 中 心 と し

た 人 材 が 多 く 活 躍 し て い る 。 し か し 、 今 後 は 彼 ら だ け

で は 人 材 が 不 足 す る 。 し た が っ て 、 学 生 時 の 専 門 に 依

ら ず 幅 広 い 人 材 を 活 用 す る 必 要 が あ る 。 基 礎 知 識 を 有

し て い な い 人 材 に 活 躍 し て も ら う に は こ れ ま で と は 異

な る 水 準 の 教 育 や 業 務 遂 行 の た め の 支 援 が 必 要 で あ る 。 

1 . 2 も の づ く り の 変 革 に 関 す る 課 題  

 市 場 ニ ー ズ の 多 様 化 が 進 み 、 労 働 力 の 減 少 が 進 む 状

況 で は 、 こ れ ま で の よ う な 経 験 や ノ ウ ハ ウ に よ る 属 人

的 な 技 術 に 依 存 し た 設 計 手 法 で は ニ ー ズ に 対 応 で き な

い 。 モ ノ づ く り の 手 法 は す り 合 わ せ か ら 組 み 合 わ せ 型

に 転 換 し モ ジ ュ ー ル 設 計 を 推 進 し 必 要 な 労 働 力 の 省 力

化 を 図 る こ と が 課 題 で あ る 。  

1 . 3  伝 承 方 策 に 関 す る 課 題  

 労 働 力 減 少 と 雇 用 の 柔 軟 化 ・ 流 動 化 に あ わ せ た 企 業

力 を 維 持 向 上 す る た め の 伝 承 方 策 が 課 題 で あ る 。 労 働

力 の 不 足 を 補 う 代 替 え 技 術 や 外 製 化 が 必 要 に な る 。 雇

用 の 柔 軟 化 ・ 流 動 化 が 進 む 状 況 で は 企 業 力 を 維 持 し 続

け る た め に ス ピ ー デ ィ ー な 伝 承 を 行 う 必 要 が あ る 。  

2 ．  最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 3 の 伝 承 方 策 に 関 す る 課 題 を 選 択 す る 。 理 由 は 、 伝

え る 相 手 や 内 容 は 今 後 も 変 化 し 続 け る 。 な の で 、 今 後
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の 変 化 を 見 込 ん だ 持 続 的 な 技 術 伝 承 方 策 が 最 も 重 要 で

あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

2 . 1  形 式 知 化  

 ベ テ ラ ン 技 術 者 が 保 有 す る 知 識 や ノ ウ ハ ウ を デ ー タ

と し て 形 式 知 化 す る 。 デ ー タ の 形 式 は 各 々 に 合 わ せ て

文 書 や 動 画 ・ 画 像 の 他 、 モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ や 積 層

造 形 で の モ デ ル 化 な ど も 活 用 す る 。 言 語 化 さ れ て い な

い 暗 黙 知 が 存 在 す る こ と に 留 意 し 網 羅 的 な 抽 出 を 行 う 。

蓄 積 し た デ ー タ は 適 宜 ア ク セ ス 可 能 な 状 態 で 管 理 す る 。 

情 報 が 古 く な ら な い よ う に 年 一 回 は 有 識 者 に よ る チ ェ

ッ ク と 更 新 を 実 施 す る 。  

2 . 2  デ ジ タ ル 活 用 に よ る 支 援  

 現 在 、 一 般 的 に 行 わ れ て い る O J T 等 に つ い て も デ ジ

タ ル 技 術 を 活 用 し 効 率 化 を 図 る 。 例 え ば A R ( 拡 張 現 実 )

を 活 用 し 技 能 習 得 時 に 空 間 へ 情 報 を 表 示 し 習 得 の サ ポ

ー ト を 行 う 。 ま た 、 V R （ 仮 想 現 実 ） を 活 用 し 現 物 が な

い 状 況 や 現 場 に い な い 状 況 で 技 術 習 得 を 行 え る よ う に

す る 。 A R や V R で は 匂 い や 振 動 な ど 情 報 を 伝 え る こ と

が 困 難 で あ る 。 必 要 に 応 じ て 現 場 ・ 現 物 で の 伝 承 と 併

用 す る 。  

2 . 3  熟 練 技 術 者 の 代 替 、 支 援  

 A I 、 I o T 、 ロ ボ ッ ト の 活 用 に よ り 技 術 の 代 替 や 支 援 を

行 う 。 例 え ば 、 品 質 管 理 や 保 守 作 業 で の 検 査 で 目 視 や

音 で の 判 断 技 術 の 習 得 に 多 く の 経 験 が 必 要 な ら ば 、 熟

練 技 術 者 の 過 去 の 判 断 情 報 を 教 師 デ ー タ と し た ア ル ゴ



 
氏名   機械 

問題番号   選択科目 機械設計 

答案使用枚数   3 枚目   ３ 枚中 専門とする事項 機械設計 

 

 3

リ ズ ム を 用 い る こ と で 代 替 す る 。 ま た 、 I o T や ロ ボ ッ

ト を 活 用 し リ モ ー ト で の 参 画 で き る よ う に す る こ と で

高 齢 の 技 術 者 の 身 体 面 の 支 援 を 行 う 。  

3 .  波 及 効 果 と 新 た に 生 じ る 懸 念 事 項  

3 . 1  波 及 効 果  

 労 働 参 加 者 の 多 様 性 が 広 が る の で 多 角 的 な 視 点 か ら

の ア イ デ ア を 獲 得 で き る 。  

3 . 2  新 た に 生 じ る 懸 念 事 項  

 暗 黙 知 の デ ジ タ ル デ ー タ 化 に よ り 情 報 漏 洩 の 可 能 性

が 生 じ る 。 対 応 と し て 、 コ ア 技 術 は 特 許 化 す る 。 併 せ

て 、 デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ の 徹 底 を 行 う 。  

4 、  業 務 遂 行 に お い て の 必 要 な 要 件 ・ 留 意  

4 . 1  機 械 技 術 者 の 倫 理  

 公 衆 の 安 全 、 健 康 、 福 利 を 最 優 先 で 業 務 の 遂 行 を 行

う 。  

 専 門 外 の 技 術 分 野 を 考 慮 し て 開 発 ・ 製 造 ・ 品 証 等 の

部 門 全 体 の 協 力 体 制 を 構 築 し 業 務 の 遂 行 を 行 う 。  

 現 場 ノ ウ ハ ウ を 取 り 入 れ た 開 発 設 計 力 を 備 え た 人 材

の 育 成 を 図 る 。  

4 . 2  社 会 持 続 性  

 社 会 全 体 が 活 性 化 す る よ う な 開 発 を 行 う 。  

 レ ジ リ エ ン ト な イ ン フ ラ を 整 備 し 、 持 続 可 能 な 産 業

の 推 進 と イ ノ ベ ー シ ョ ン の 拡 大 を 図 る 。  

 多 く の 方 が 参 画 で き る 組 織 運 営 を 行 う 。  以 上  


